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図４  なぜNrf1ノックアウトマウスは、このような病気になってしまうのか？
Nrf1は炎症の抑制機構に働いていることがわかりつつある

図3　肝臓特異的Nrf1KOマウスはNASHそして肝癌を発症する
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図１  転写因子Nrf1による生体防御機構に着目する

図2　神経特異的Nrf1KOマウスの神経変性疾患

運動失調テスト 脊髄の運動ニューロンにおける
ユビキチン陽性タンパク質の蓄積
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生体の恒常性維持機構の破綻による
ガンと神経変性疾患の発症機構の解明

Molecular analyses of cancer and neurodegeration diseases due to dysfunction of homeostasis.  
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研究シーズ概要
酸化ストレスをはじめとする外来ストレスに対して、生体は様々な防御機構を有しており、それにより恒常性が維持
されている。この防御機構の破綻は、ガンや神経変性疾患などの病理につながる。本研究では、転写因子Nrf1とNrf3 

（NFE2lLとNFE2L3）によるストレス応答機構に着目し、神経変性疾患やガン（特に、大腸ガンや脳腫瘍）の発症への関与
と、治療標的になる可能性を探る。研究シーズとしては、様々な組織においてNrf1を欠失させたノックアウトマウスを
有している。これらは神経変性疾患、脂肪肝等を呈している。

使用用途
応用例など 神経変性疾患モデルマウス、脂肪肝モデルマウスとして利用可能である。

備 考 Nrf1ならびにNrf3に関する研究ツールは、本研究室において充実している。
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